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[1] つぎの行列の計算をせよ。
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[2] 行基本変形を用いて次の連立方程式を解け。



2x −y +2z = 2
x −y +z = −2
x +2y −z = 7

[3] 行基本変形を用いて次の行列の逆行列を求めよ。



1 2 3
2 5 3
1 0 8




[4] 次の行列の行列式を求めよ。



−4 1 1 1
1 −4 1 1
1 1 −4 1
1 1 1 −4




[5] 3次正方行列

A =




2 2 1
2 0 −3
0 −1 1




に対して次の問に答えよ。

(1) A の余因子行列をつくれ。

(2) A の行列式を計算することで Aが正則であることを示せ。

(3) 前問 (1), (2) を用いて A の逆行列を求めよ。

[6] クラメルの公式を用いて次の連立方程式を解け。



x +y −2z = −2
2x −y +z = −7
x +2y −3z = 1
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